
地域を代表し、皆さまに感謝いたします

サマール地域のためにご支援いただき、ありがとうございます。今年最大の成果

は、保護者に対して乳幼児期の子どもの発達や家庭学習の進め方に関する研修

を行ったことで、就学前教育センターに通う子どもたちが増えたことです。

今後の最大の課題は、子どもたちの価値観を高め、危険な行動を減らし、人生の

困難にうまく対処できるようにすることです。ライフ・スキルと良い価値観に関す

る教育が必要になっています。サマール地域の子どもたちと家族の生活のため

に、継続的にご支援くださる皆さまに心から感謝いたします。

ボニファシオ・M・カラパン
サマール地域開発プログラム　マネージャー

支援終了予定日や活動の目標は、予期しない突発事項やプログラムの進捗状況により、
変更される場合があります。
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2020年　プログラム近況報告
フィリピン　サマール地域開発プログラム



「有権者教育の研修に参加し、自分

の意見を共有したり、周りの人の意見

を代弁したり、大人の有権者が正しい

リーダーを選ぶよう働きかけたりする

ことができるようになりました」

ケイ・アンちゃん、17歳

(髪を触っている子)

870世帯
が家庭菜園用の園芸用具と野菜

の種を受け取り、子どもたちの栄

養状態が改善されました。

の子どもたちが、識字能力の向

上のための支援を受けられるよ

うになりました。

11,474人

168人
の子どもたちが、子ども会議に参

加し、子どもの権利と責任、保護

を求める方法を学びました。

1,244人
の子どもたちが、子どもの権利

や、家族間の前向きで健全な関

係について学びました。

ご支援により、サマール地域の子どもたち

がよりよい環境で育つことができています



さまざまな研修に参加し、

自分に自信を持てるようになりました！

「家が貧しく、いくつもの問題があり、私は人見知りでした。そのため、自分の考

えや意見を述べることが苦手でした」と、17歳のエドちゃん(前、左から二番目、

黒い腕時計をしている子)は言います。

「家族がワールド・ビジョンの研修に参加し、家庭内の状況が変わりました。私

は、リーダーシップ研修や子ども会議、ライフ・スキル研修に参加し、周りの子ど

もたちの活動が順調に進むよう、サポートすることができるようになりました」

エドちゃんは自信がつき、リーダーシップ能力が高まり、以前より社交的になりま

した。「私は自分に自信を持てるようになりました。今では、周りの子どもたちに

刺激を与えたり、支えたりしています」



ご支援いただきありがとうございます。
貧困の原因を根本から解決することで生きることが 

困難な2億人以上の子どもたちの生活が改善しました 

（ワールド・ビジョン全体での数字です）

「本やおもちゃなどの支援を受け、読書や遊ぶ環境が良くなり、とて

もうれしいです。本を読むときに先生が手伝ってくれます」

– マリオくん、10歳

 
フィリピン　サマール地域開発プログラム

2019年度（2018年10月1日～2019年9月30日）

プログラム支援額 (単位：円)

チャイルド・スポンサーシップ当期支援額 38,550,241

前期からの繰越額 5

プログラム支援額合計 38,550,246

プログラム支出額
教育プロジェクト 15,987,749

経済プロジェクト 10,192,148

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト 12,314,018

プログラム支出額合計 38,493,915

次期繰越額 56,331

会計報告 活動内容

　 教育プロジェクト
・　最も弱い立場に置かれた子どもたちへの補習支援

・　子ども識字プログラムの実施と教師への研修

・　子どもの権利保護を含むライフ・スキル*教育

　 経済プロジェクト
・　CoMSCA（貯蓄グループ）の設立・運営支援

・　農家への有機農法の推進

・　生産物の販売促進

お問い合わせ先

特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

TEL:03-5334-5351
Eメール：dservice@worldvision.or.jp　ホームページ：www.worldvision.jp

プログラム番号：PHL-194416

　 スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト
・ 手紙や成長報告を通したチャイルドとの交流

・ チャイルドの定期的なモニタリング

・ 「子どもを中心とした開発」についての啓発活動

*問題解決、対人関係、計画性など、
生きていく上で必要な知識・技術


